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Ⅰ はじめに
ドイモイ政策1を導入して30年近くなり，ベトナムの経済は大きく変化し
1 1976年のベトナム統一以来，ベトナムは社会主義体制を構築し，計画経済を進めてきた。
ところが1986年12月の第6回ベトナム共産党大会において，従来の概念・思考・行動から
脱却して新しい変化を決議し，ドイモイ政策が導入された。日本語で「刷新」と訳するド
イモイは，ベトナムの政府・経済の基本概念，基本的戦略を大きく転換させることになっ
た。つまり従来の官僚主義や分配経済を排除し，市場経済の導入や産業政策の変更，そし
て社会主義路線の見直しなどを模索し始めたのである。この「新しい国づくりのための変
化」がドイモイである。ドイモイの主な内容は①国家主導の重工業化政策の放棄，②農家
への土地の使用権・譲渡権・継続権の付与，③国有企業の株式化を通じた経営責任制の導
入と不採算企業の合併・解体，④民間企業新規参入許容や貿易圏の開放，⑤外資導入による工業
化の推進，⑥物資配給制の廃止と統制価格の廃止などである［Dang Cong san Viet Nam, 2006］。
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てきた。GDPは1986年から2010年にかけて，着実に年平均7．1％の成長を続
けている。この経済成長に大きく寄与しているのが貿易部門である。貿易依
存度を見ても，1986年の23．22％から2000年には112．53％へ，そして2008年
には171．05％と一貫して増加してきた2。
ベトナム政府は貿易を経済発展のけん引車と位置づけて積極的に対外開放
政策を展開してきた。例えば，1987年に外国投資法を定め，翌年の1988年に
は輸出入税法を制定して関税率表を公表した。さらに1989年には，輸出を促
進するためにそれまでの三重為替相場制度を改めて，統一公定相場制を導入
した3。
また1995年にアメリカと国交正常化を果たし，同年ASEANに加盟する
と同時にASEAN自由貿易協定（AFTA）にも参加した。そして1998年に
アジア太平洋経済協力機構（APEC）に加盟し，2001年にアメリカと二国間
の相互貿易協定（BTA）に調印した。続いて2002年にはASEAN・中国の
包括的経済協力枠組み協定（ACFTA）を，2005年にはASEAN・韓国の包
括的経済協力枠組み協定（AKFTA）を結んだ。さらに2007年には正式に
WTOのメンバーとなり，2008年にはベトナム・日本経済連携協定
（VJEPA）を締結した4。つまり，2000年代に入ってベトナム政府は自由化
政策を梃に貿易の拡大を図った。
実際，図1が示しているように，ベトナムの貿易は2000年代に入ってから
著しく成長してきた。しかしながら貿易収支を見てみると，ドイモイ以降は
赤字状態が続いていた。特に2000年代半ばにおいてはその赤字幅が急速に拡
大した。当時ベトナムの対外貿易赤字，特に対中貿易赤字の懸念が強まり，
貿易赤字問題が多く議論されるようになった。しかし2012年にベトナムの貿
易収支は19年ぶりに黒字に転じた。貿易収支が急速に改善されたことによっ
2 世界銀行, World Development indicators［http://databank.worldbank.org/data/home.
aspx―2013年11月25日アクセス］
3 それ以外にも2005年にはそれまでの外資企業，民間企業，国営企業といった所有セクター
別の企業法を統合して統一企業法を制定した。また，同年共通投資法を制定して投資に関
する規定を明確化した。
4 諸協定の詳しい内容はベトナム工商省のホームページを参照されたい。
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て，対外貿易赤字の話題も沈静化してきている。
ベトナム経済にとって，これからも貿易収支のバランスを維持できるかど
うかは非常に重要な課題となる。このような問題意識の下，本研究は2000年
代におけるベトナム貿易構造を三角貿易5として捉え，その特徴と課題を分
析する。
ベトナムの対外貿易に関する今までの研究は主にベトナムの貿易赤字の原
5 三角貿易は，そもそも2国間の輸出入の不均衡を除くために第三国を介在させ，おのお
のの国の貿易収支を均等に近づける目的で行われる貿易を指すことである。17～18世紀の
西インド諸島・イギリス・アフリカの三角貿易がよく知られている。また1950年代にアメ
リカ・日本・東南アジアの貿易を分析する際に三角貿易という言葉が用いられた［Kojima，
1960］。これは一次産品・労働集約的製品・資本集約的製品についての三カ国・地域の貿
易を議論するものである。その後，国際分業が進んだ1980年代以降の日本・NICs・アメ
リカの三角貿易［Park, Y. C., W.-A. Park，1991］と2000年代の日本・中国・アメリカの三
角貿易［経済産業省，2010］が議論された。これらの研究における三角貿易の概念は，中
間財を輸入して他の国へ最終財を輸出するという貿易構造を指す。本稿で取り上げる三角
貿易はこの意味合いである。
図1 ベトナムの対外貿易の推移 （単位：百万ドル，％）
出所：ベトナム統計総局，『商品の総輸出入』各年版より作成。
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因を議論する研究が主流であった。例えばBui ら（2011）は，ベトナムの貿
易赤字が輸出加工区における外国からの委託生産と機械・原材料の超過輸入
に起因することを明らかにした。またTran（2009）は，ベトナムは中国に
一次産品（農業品及び鉱物・資源）を輸出し，中国から二次産品（工業品）
を輸入していることから越中経済関係は典型的な南北問題であると分析した。
同じくドー（2011）も，ASEAN先発国は中国と水平貿易が，ベトナムと中
国は垂直貿易が定着したと把握し，その原因について，民間企業部門に対す
る自由競争環境の整備が遅れていることを指摘した。
ベトナム貿易構造の全体像を議論する本研究に比較的に近い研究としては，
Phan（2003）が上げられる。Phan は1976～2001年のベトナム経済成長に対
する輸出拡大のインパクトについて議論し，原油等の素材や米等の加工度の
低い農産物，そして低付加価値工業品を輸出する貿易構造を明らかにした。
要するに，貿易の高度化の必要性を指摘したが，2000年代に入ってもそのよ
うな状況が変わっていない。本稿は，結論を先取りすることになるが，2000
年代におけるベトナム政府が展開した開放政策が，耐久消費財の輸入と軽工
業品の輸出に基づく「特異な三角貿易」を生み出したことを明らかにする。
この問題を詳しく議論するために，次節ではベトナムの対外貿易を概観し，
第3節ではベトナムの三角貿易構造の特徴と課題を明らかにする。第4節に
おいては本論の議論をまとめる。
Ⅱ ベトナム対外貿易の成長
1 輸出入の概要
1986年にドイモイを導入して以来，ベトナムは計画経済から市場経済に移
行してきた。それとともに，ベトナムの貿易は飛躍的に拡大してきた。表1
が示しているように，ベトナムの貿易額は5年ごとに2倍以上のペースで増
加しており，1986～90年の年平均貿易額が39．4億ドルから2006～10年に
1247．1億ドルに増大し，約30倍増となった6。
6 ベトナムは共産党大会期に合わせ1961年から社会経済開発5カ年計画を公表している。
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表1 1986～2010年の貿易 （単位：億ドル，％）
時期 貿易額 前期比 年平均の貿易額 年平均伸び率
1986～1990年 197．2 N/a 39．4 35．2
1991～1995年 399．4 2．0倍増 79．9 19．3
1996～2000年 1132．4 2．8倍増 226．5 22．1
2001～2005年 2409．1 2．1倍増 481．8 17．9
2006～2010年 6235．4 2．6倍増 1247．1 28．3
出所：ベトナム統計総局，『商品輸出入』各年版より作成。
まず輸出面を見てみよう。1986～2010年における年平均輸出伸び率は22％
に達している。輸出額は1986年の7．9億ドルから2010年に722．4億ドルへと91
倍の大幅な増加となった7。輸出品の産業別構成をみると，1995年までは一
次産品のシェアが圧倒的に多かった。しかし，1996年以降に一次産品の割合
が減り始め，1996～2000年に54．8％に，その後，2001～05年には45．3％に減
少した。二次産品の輸出品が増えるにつれて，1986年には2億ドル以上の輸
出品はなかったが，2005年にはそれが16品目となった。また，10億ドル以上
の輸出品目は2000年の4つから，2010年には13品目に増えた。
輸出の成長とともに輸入も躍進的に増加してきた。輸入額は1986年の21．6
億ドルから2010年に848．4億ドルに拡大し，1986年の39倍増となり，年平均
17．6％の伸び率を記録した。輸入品の産業別構成は，全期間を通じて二次産
品のシェアが圧倒的に多かった8。
その間，ベトナム政府は海外市場の多様化に努めてきた。図2の地域別輸
出入の割合を見てみると，欧州からアジアへ拡大していることを示している。
ベトナムの輸出市場は1990年まで欧州が51．7％を占めていたが，社会主義圏
の崩壊とともに，アジア市場に積極的に取り組んだ結果，アジアがベトナム
の最大輸出市場として躍り出た。もう一つの特徴としてはアメリカを中心と
1986～90年の5カ年計画はドイモイ後の第1次5カ年計画として発表された。
7 ベトナムの輸出額は1999年に100億ドルを突破した。世界銀行データによると，日本は
1967年，韓国とインドネシアは1977年，マレーシアは1979年，シンガポールは1978年，タ
イは1980年に100億ドルの輸出額を記録した［http://databank.worldbank.org―2013年11
月25日アクセス］。
8 ベトナム統計総局，『商品輸出入』各年版。
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図2 地域別輸出入 （単位：％）
出所：ベトナム統計総局，『商品輸出入』各年版より作成。
した米州向けの輸出拡大である。1986～90年に僅か1％だった米州市場の
シェアは2000～05年に18．9％を占めるまで増加した。地域別輸入先も輸出市
場と同様な傾向を見せている。1990年まで欧州は72．8％を占めていたが，
1991～95年にはアジアが70．5％を占めるようになった。それ以来，アジアの
シェアはさらに拡大している。
要するに，ドイモイ後ベトナム政府は国際市場を積極的に活用してきた。
それとともに一次産品の輸出国から二次産品の輸出国に変わり，この変化が
ベトナムの経済成長に大きく貢献してきた。表2はベトナムの主要な輸出品
目を表す。これによると，2000年代まで原油がベトナムの輸出成長をけん引
していたが，その後は衣類と履物が輸出主力品となり，輸出品目の変化が見
られた。2010年における輸出は第1位が衣料で第2位が履物といった軽工業
品である。これらの商品はベトナム総輸出額の約23％に上る大きなシェアを
占めている。また輸入面から見ても布と繊維は一番大きなシェアを占める9。
つまりベトナム政府は主に軽工業品輸出を中心として経済発展を進めてきた
ことが分かる。
9 2010年の主要輸入品目のうち，布と繊維は7358．6百万ドルでガソリン・石油や鉄鋼を上
回る最大輸入品目となった［ベトナム統計総局，『商品輸出入』2010年］。
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表2 ベトナムの主要な輸出品 （単位：百万ドル）
商品 1986 1990 1995 2000 2006 2010
衣料 71．4 245．2 765．5 1891．9 5854．8 11209．8
履物 8．2 14．4 296．4 1471．4 3994．3 5123．3
原油 0 468．4 1033．1 3502．7 8312 5023．5
水産物 106 239．1 621．4 1478．5 3763．4 5016．9
テレビとコンピューター 0 0 0 788．6 1807．8 3590．1
木と木材製品 0 0 0 311．4 1943 3444．5
米 21．6 304．6 530 667．8 1275．9 3249．5
ゴム 29．8 66．4 187．9 166 1286．4 2386．2
コーヒー 61．5 92．5 598．1 501．4 1217．2 1851．4
石炭 34．5 32．7 88．9 94 914．8 1614．6
電線とケーブル 0 0 0 129．5 705．7 1316
キャッシュナッツ 5 14．9 88．8 167．3 503．9 1136．9
プラスチック製品 0 0 0 95．5 452．3 1130．2
ルックサック，カバン，財布 0 0 0 0 502．1 985．5
野菜と果物 46．1 52．3 56．1 213．1 259．1 460．3
出所：ベトナム統計総局，『商品輸出入』各年版より作成。
2 主な輸出入先
ベトナム統計総局の『商品輸出入』（2010年版）によると，ベトナムは168
カ国・地域と貿易取引を行っている。しかし，表3が示しているベトナムの
国・地域別貿易統計を見てみると，ベトナムにとって大きな貿易パートナー
は中国，アメリカ，日本，韓国，ASEAN，EUである。これらの国・地域
は2000年代に入ってから概ね75％のシェアを占めていることが確認できる。
特に2000年代以降，中国とアメリカのシェアが顕著に伸びており，その中で
対中輸入と対米輸出の成長が著しい。
さらに主要貿易相手国・地域別貿易収支を表す図3が示しているように，
中国・ASEAN・韓国を赤字グループ，アメリカ・EU・日本を黒字グルー
プに分けることができる。特にベトナムがWTOに加盟した2007年以降に黒
字グループと赤字グループの差が広がっている。そのうち，黒字が急速に拡
大しているところはアメリカであり，最大赤字国は中国となっている。つま
り，2000年代に入りベトナムにとって最大の貿易パートナーはアメリカと中
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国であり，この両国はベトナムの輸出入に大きな影響を与えている。
まず中国との貿易関係を見ると，外交関係を正常化した1991年以来，急速
に発展してきた。1995年に両国の貿易高は6．91億ドルであったが，2010年に
なると，279．47億ドルの40倍増となった。特に中国からの輸入はその成長が
表3 ベトナムの国・地域別貿易額の割合 （単位：％）
輸
出
入
年別 アメリカ EU 中国 韓国 ASEAN 日本 その他
1995 2．2 10．1 5．1 10．9 24 17．5 30．2
2000 3．7 14 9．9 7．1 23．8 16．4 25．1
2005 9．8 11．7 13．1 6．1 21．7 12．1 25．5
2010 11．5 11．3 17．8 8．2 17 10．7 23．5
輸
出
1995 3．1 12．2 6．6 4．3 18．3 26．8 28．7
2000 5．1 19．6 10．6 2．4 18．1 17．8 26．4
2005 18．3 17 9．9 2 17．7 13．4 21．7
2010 19．8 15．8 10．7 4．3 14．3 10．7 24．4
輸
入
1995 1．6 8．7 4 15．4 27．8 11．2 31．3
2000 2．4 8．7 9．2 11．5 29．3 15．1 23．8
2005 2．3 7 16 9．7 25．2 11 28．8
2010 4．4 7．5 23．8 11．5 19．3 10．6 22．9
出所：ベトナム統計総局，『商品輸出入』各年版より作成。
図3 ベトナムの主要貿易相手国・地域別貿易収支 （単位：百万ドル）
出所：ベトナム統計総局『統計年鑑』各年版より作成。
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著しく，年平均33％増を記録した10。しかし貿易成長とともに赤字額も増加
し，2011年には対中貿易赤字がベトナム貿易収支赤字総額を上回るまで拡大
した11。
他方，最大の黒字国はアメリカである。1995年にアメリカと国交を正常化
し2001年に「越米通商協定」を締結した。この協定によりベトナムはアメリ
カからの最恵国待遇（MFN）の供与を受け，輸出増加に拍車をかけた。2010
年に対米輸出総額は，1995年の84倍となる143億ドルに上った12。
Ⅲ 中・越・米の三角貿易
1 三角貿易の特徴
前節で触れたように，ベトナムの最大貿易相手国は，赤字グループの中で
は中国，黒字グループの中ではアメリカである。本節ではベトナム対外貿易
の構造を明らかにするために対中国と対米国の工業品貿易の財別分析を行う。
ベトナム統計総局が発表している輸出入データは国別 SITC分類を行ってい
ないため，本研究では先行研究の分類表13に基づき，対中国と米国の財別輸
出入の貿易データをまとめた。
まず中国と米国からの輸出の特徴を見てみる。表4はベトナムの財別対中
輸出工業品を示したものである。これによると，対中の工業品輸出は世界金
融危機の2009年を除いてデータが確認できる2006年以降は徐々に増加する傾
向にあった。そのうち，労働集約財（非耐久消費財及び労働集約中間財）の
シェアは平均にして55％弱であり，対中輸出の主力財であることを表す。な
お工業品に占める耐久消費財および資本財のシェアも上昇傾向にはあるもの
の，近年になっても輸出に占める工業品のシェアは3割を超えていない状況
10 ベトナム統計総局，『商品輸出入』各年版。
11 ベトナム統計総局の『商品輸出入』各年版によると，2011年にベトナム貿易収支赤字は
▲98億ドルであるのに対し，対中貿易収支赤字は▲135億ドルであった。
12 同期間，輸入総額は29倍増の37．7億ドルであった［ベトナム統計総局，『商品輸出入』
各年版］。
13 山邉（2008），p．200。
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である。つまりベトナムの対中輸出は殆ど一次産品であることが確認できる。
次にベトナムの対米輸出を見てみよう。中国に比べて，対米総輸出に占め
る工業品のシェアは非常に大きい。表5が示しているように，工業品のシェ
アは特に2002年以降急激に増加した。2001年に15．5％に過ぎなかった工業品
のシェアは2010年には74．3％にまで拡大した。なお，対米工業品輸出の内訳
を見ると，近年その割合が若干減少している傾向にはあるが，非耐久消費財
の輸出が主力となっている。
続いて，対中国と対米国の輸入の特徴である。表6は，ベトナムの財別対
中輸入工業品を示したものである。これによると，ベトナムの対中輸入工業
品の割合は2000～10年の全期間に増加しており，2007年以降に年平均約7割
表4 ベトナムの財別対中輸出工業品 （単位：千ドル，％）
2000～2005 2006 2007 2008 2009 2010
金額 ％ 金額 ％ 金額 ％ 金額 ％ 金額 ％ 金額 ％
工業品輸出の内訳 N/a N/a 254251 100 616161 100 1045736 100 994787 100 2176308 100
非耐久消費財 N/a N/a 64010 25．2 101437 16．5 157843 15．1 139235 14 248036 11．4
耐久消費財 N/a N/a 94144 37 160543 26．1 261230 25 236023 24 530736 21．9
資本集約中間財 N/a N/a 11655 4．6 59507 9．7 100163 9．6 96768 9．7 176802 8．1
労働集約中間財 N/a N/a 84442 33．2 247474 40．2 354164 33．9 517734 52 676025 31．1
資本財 N/a N/a N/a N/a 47200 7．7 172336 16．5 5027 0．5 599556 27．5
工業品のシェア N/a 7．8 16．9 21．6 18．4 28．1
出所：ベトナム統計総局，『商品輸出入』各年版より計算。
注：2000年から2005年にかけての対中工業品輸出に関しては，詳細なデータが示されていない。
表5 ベトナムの財別対米輸出工業品 （単位：千ドル，％）
2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010
金額 ％ 金額 ％ 金額 ％ 金額 ％ 金額 ％ 金額 ％ 金額 ％ 金額 ％ 金額 ％ 金額 ％ 金額 ％
工業品輸出 138200 100 165600 100 1242100 100 2309600 100 2943100 100 3274000 100 5288931 100 7163615 100 8461760 100 8063440 100 10646237 100
非耐久消費財 136500 99 162400 98 1231400 99 2281600 99 2889900 98 3214000 98 4074886 77 5613098 78 6536180 77 6319031 78 7971052 75
耐久消費財 1700 1．2 3200 1．9 10700 0．9 28000 1．2 53200 1．8 60000 1．8 1151904 22 1392200 19 1614601 19 1573552 20 1648703 16
資本集約中間財 N/a N/a N/a N/a N/a N/a N/a N/a N/a N/a N/a N/a 47045 0．9 101323 1．4 248015 2．9 115716 1．4 161185 1．5
労働集約中間財 N/a N/a N/a N/a N/a N/a N/a N/a N/a N/a N/a N/a 15096 0．3 52203 0．7 57019 0．7 52090 0．6 30787 0．3
資本財 N/a N/a N/a N/a N/a N/a N/a N/a N/a N/a N/a N/a 0 0 4791 0．1 5945 0．1 3051 0 834510 7．8
工業品のシェア 18．9 15．5 50．6 58．6 58．6 55．3 67．4 70．9 71．2 70．7 74．3
出所：ベトナム統計総局，『商品輸出入』各年版より計算。
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以上まで拡大した。内訳を見ると，資本財と中間財（労働集約中間財と資本
集約中間財）のシェアは2000年に46％であったが，2005年に96％に上昇した。
2006年以降そのシェアが低下し始め，2010年には71．2％となっている。その
間，耐久消費財の輸入は，2005年の4．2％から2010年には27．9％を占めるま
で大きく拡大した。
次に対米輸入である。表7はベトナムの財別対米輸入工業品を示したもの
である。これによると，2005年から工業品輸入のシェアが増加し2010年には
50．7％を占めている。また工業品輸入の内訳をみると，資本財及び中間財の
割合が2010年に70％である。つまりベトナムの対米輸入も，中国と同じく，
生産財中心の輸入構造である。しかしながら，表3が示しているように，ベ
表6 ベトナムの財別対中輸入工業品 （単位：千ドル，％）
2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010
金額 ％ 金額 ％ 金額 ％ 金額 ％ 金額 ％ 金額 ％ 金額 ％ 金額 ％ 金額 ％ 金額 ％ 金額 ％
工業品輸入の内訳 774630 100740000 100 696000 1001049600 1001807800 1002359500 1005023213 1008813106 10012456604 10010758252 10014251322 100
非耐久消費財 N/a N/a N/a N/a N/a N/a N/a N/a N/a N/a N/a N/a 94612 1．9 48997 0．6 124257 1 138170 1．3 119697 0．8
耐久消費財 422330 55406900 55 99700 14 25200 2．4 51200 2．8 99900 4．2 74534414．8195618622．22657869 213141868 29 398217127．9
資本集約中間財 260500 34201700 27 267600 38 50940048．5101640056．21269900 54254282750．6417406847．45122526 413218087 30 461753632．4
労働集約中間財 91800 12131400 18 328700 47 51500049．1 74020040．9 989700 42124358424．8181699020．62086229 171992191 19 310992821．8
資本財 N/a N/a N/a N/a N/a N/a N/a N/a N/a N/a N/a N/a 396846 7．9 816865 9．32465723 202267936 21 2421990 17
工業品のシェア 55．3 46．1 32．2 33．4 39．3 40 68 69．3 78 69．8 70．5
出所：ベトナム統計総局，『商品輸出入』各年版より計算。
表7 ベトナムの財別対米輸入工業品 （単位：千ドル，％）
2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010
金額 ％ 金額 ％ 金額 ％ 金額 ％ 金額 ％ 金額 ％ 金額 ％ 金額 ％ 金額 ％ 金額 ％ 金額 ％
工業品輸入の内訳 108000 100 138100 100 162200 100 149600 100 260300 100 294730 100 627270 100 1020524 100 1589005 100 1578837 100 1909505 100
非耐久消費財 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10625 1．7 7990 0．8 9766 0．6 15096 1 14347 0．8
耐久消費財 13200 12 16600 12 30000 19 50600 34 51000 20 59638 20 143998 23 320936 31 494899 31 645193 41 540711 28
資本集約中間財 59900 56 64300 47 71600 44 61000 41 93800 36 128092 44 247323 39 316585 31 423592 27 408238 26 504472 26
労働集約中間財 34900 32 57200 41 61200 38 38000 25 115500 44 107000 36 185532 30 301696 30 447419 28 395897 25 599572 31
資本財 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 39792 6．3 73317 7．2 213329 13 114413 7．2 250403 13
工業品のシェア 29．7 33．6 35．4 13．1 23 34．2 63．6 60 60 58．2 50．7
出所：ベトナム統計総局，『商品輸出入』各年版より計算。
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トナムの総輸入額に占めるアメリカの割合は全期間を通じて無視できるほど
僅かである。
以上，ベトナムの対中国と対米国の財別工業品輸出入を検討してきたが，
ベトナムにとって中国は中間財・資本財のサプライヤー国，そしてアメリカ
は非耐久消費財のアブソーバー国となっている。つまり中・越・米は三角貿
易関係にあると言える。このような三角貿易構造は中・越・米が初めてでは
ない。例えば，韓国の初期工業化段階における貿易構造をみると，日本から
中間財を輸入してアメリカへ完成品を輸出する構造であった。また近年中国
は日韓から中間財を輸入し欧米へ完成品を輸出する三角貿易関係を形成して
いる14。ベトナムの貿易構造は形だけを見たときに1970年代の韓国と2000年
代の中国のパターンに似通っている。
ところがベトナムは中国から中間財輸入だけではなく耐久消費財も多く輸
入しているところに特徴がある。韓国の発展初期段階において，日本からの
耐久消費財の輸入割合は1963年に14％，1975年に8．5％と低下傾向であった
が15，ベトナムはその割合が近年上昇している。表6が示すように，中国か
らの耐久消費財の輸入は，2005年にその割合が僅か4．2％であったが，2009
年には29％，2010年には27．9％に伸びた。そして2010年にベトナムの対中耐
久消費財輸入額は同年ベトナムの対外赤字額の3分の1に相当する約40億ド
ルに増加した。
ベトナムの耐久消費財の過度な輸入は中国に限ることではない。表8が示
しているように，2010年に耐久消費財の輸入額は143億ドルに上り，ベトナ
ムの対外貿易赤字額の126億ドルを上回る。また，2006～10年に耐久消費財
のシェアは年平均にしてベトナムの輸入構成の13％強を占めている。韓国の
場合，総輸入に占める耐久消費財の割合が低く，貿易自由化が進んでいた1980
年においても2．1％しか占めていない16。中国の場合でも，総輸入額に占める
耐久消費財と非耐久消費財の割合は近年若干上昇して5％前後で推移してい
る17。このように耐久消費財を多く輸入するベトナムの三角貿易は，韓国や
14 経済産業省（2010），pp．170‐174。
15 山邉（2008），p．189。
16 韓国産業資源部（2003），pp．69‐78。
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中国に比べると，非常に特異な構造であると言える18。
2012年以降，サムスンの携帯電話はベトナムの主力輸出品となり，2013年
には衣類より存在感が高まってきた19。このことが貿易収入を黒字に転換さ
せた一つの理由と見られている。つまり，耐久消費財の国内生産はそれだけ
ベトナムの経済，とりわけ輸出には大きな影響力を持つことになる。当然な
がら耐久消費財の輸入は国内産業育成にも影響を与えている。特にベトナム
政府が2000年代以降に自由化を積極的に促進している中，耐久消費財の輸入
増加は国内産業育成のマイナス要因になりうる。
2 開放政策の課題
ベトナムは，2000年代に入ってから，中国とASEANの FTA（ACFTA），
17 三菱UFJ リサーチ＆コンサルティング（2012），p．2。
18 その原因については，貿易自由化に伴った急速な経済発展により，消費欲望が急激に拡
大し，そのために，耐久消費財のニーズを満たすための輸入も拡大していることが考えら
れる。
19 ベトナム通関局のホームページ［http://www.customs.gov.vn/Lists/ThongKeHaiQuan
―2013年11月25日アクセス］。
表8 耐久消費財の主要輸入品 （単位：千ドル）
2006 2007 2008 2009 2010
総輸入額 44891100 62764700 80713800 69948800 84838600
ベトナムの貿易赤字額 ▲5064900 ▲14185300 ▲18028700 ▲12852500 ▲12601900
耐久消費財の輸入額 4202584 6982794 11041934 11794041 14318500
道路走行車両 718090 1514064 2443602 3052378 2907200
通信機 945730 1631731 2017027 2586095 2480649
テレビとコンピューター 1869655 2958428 3714134 3220599 5208292
冷房 111698 153608 190426 237930 345301
バイク 557411 724963 759578 755908 890576
プラスティック製品 N/a N/a 1255964 1177931 1649801
ゴム製品 N/a N/a 310756 309195 346796
紙製品 N/a N/a 324287 379360 443631
木材製品 N/a N/a 26160 74645 46254
出所：ベトナムの統計総局，『商品輸出入』各年版より作成。
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韓国とASEANの FTA（AKFTA），WTO加盟，日本とのEPA（VJEPA）
といった自由化協定を積極的に進めてきた。このうち，対中貿易に直接影響
を及ぼしているのはACFTAである。ASEANと中国は，2002年11月にプ
ノンペンにおいて開催されたASEAN・中国首脳会議で「包括的経済協力枠
組み協定」を締結し，2004年から早期関税削減プログラムとして8分野の農
産品に対して無税化を実施し，また2005年7月にACFTAが発効されるな
ど自由化を進めてきた。しかしながら自由化プログラムが進むにつれて，図
3が示しているように対中貿易赤字が拡大してきた。特に表6の示すように
2006年から耐久消費財の輸入が著しく成長していることは注目に値する。
ASEANの中でも，タイ，フィリピン，マレーシアは工業品輸出を中心に
対中貿易黒字を拡大している半面，ベトナムは一次産品輸出が中心となり，
対中貿易赤字は拡大一辺倒である。2010年にASEANの対中貿易が黒字で
あり，中間財・消費財のサプライ・チェーンにおいて主に中国から中間財輸
入を拡大していることが確認できる20。また，ベトナムの輸出は，衣類や履
物などといった付加価値率が低い製品に特化している。
ベトナムの輸出拡大が経済成長に大きく貢献しているという賛辞を背景に，
ベトナムにおいては「自由化＝経済成長」という信念が広く存在する。しか
し，自由化は労働集約的製品の生産・輸出は活性化するものの，中間技術部
門の開発を妨げているという指摘もある。「ローテクの労働集約型産業なら，
ナショナリズムは不要である。韓国と台湾の1960年代の事例に従えば，こう
した産業において途上国は温かく外国企業を歓迎するべきである。（中略）
しかし，中間技術産業とハイテク産業においては，（中略）国内企業が追い
付くまで，中間技術部門への外国企業への参入を阻止し続けるのには，もっ
ともな理由が存在するのである」21。つまり自由化を促進するとともに中間
技術部門を育てなければならなかったが，ベトナム政府は輸出の量的な拡大
のみを図ってきた22。その結果として，輸出の高度化は進展せず，むしろ耐
20 経済産業省（2012），p．178。
21 Amsden（2007），訳 pp．219‐220。
22 ベトナムの実効保護率（Effective rate of Production, ERP）は2005年に21．4％であった
が，2009年には4％に急減した。ベトナムは国内産業保護政策について十分に検討してお
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久消費財の輸入を招くことになる。結局，耐久消費財の過大な輸入によって
耐久消費財生産に繋がる中間技術部門を育てる機会が制限される。
現代において貿易自由化政策は世界の潮流となっているように思われる。
しかし自由化の推進が経済の停滞を招いた事例は多く報告されている。メキ
シコを初めとするラテンアメリカは1980年代からアメリカが主導している自
由化に巻き込まれて経済成長低迷の局面を迎えてきた。アメリカは工作機械，
繊維，鉄鋼といった自国製造業を第3世界から保護し続けていたにも拘わら
ず，南米の国々は製造業部門を自由化した23。これと対照的に韓国のような
国は「守るべきところは守る」という姿勢を強く見せており，保護に相当す
る処置を適用している。関税による保護ができなくなる場合，政府はその産
業の競争力を強化するために支援策を講じている。政府はアセンブラーにサ
イエンス・パークや半導体設計サービス，政府研究所の成果物を提供し，共
同でR&Dも行っている24。
一方，ベトナム政府の経済研究委員会の専門家だった Pham Chi Lan によ
ると，ベトナムの場合，関税削減など市場をオープンするコミットメントは
充実に実施している半面，国内産業を育成する戦略には精彩を欠いている25。
このように進むと，ベトナムが次段階の経済発展を実現することは困難であ
ると言わざるを得ない。
Ⅳ おわりに
まず本稿における議論をまとめる。ベトナムは2000年代に入り対外貿易が
大きく成長してきた。その過程において，対米輸出と対中輸入の拡大が著し
い。ベトナムは主に中国から衣類・革靴生産用の資本財・中間財を輸入して，
らず，急速に自由化を促進した。そのため，ベトナムにおいてすでに比較優位を持ってい
る産業でも実行保護率が減少したことにより，競争力が低下する結果となった［Bui Trinh
, Kishoshi Kobayashi, Vu Trung Dien 2011, pp.670-675］。
23 Amsden（2007），訳 p．7。
24 同上，訳 p．23。
25 Pham Chi Lan（2010）。
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アメリカに衣類・革靴等の軽工業品を輸出しているという三角貿易構造が現
れた。しかし，輸出主導型経済成長に成功した韓国や中国と異なり，ベトナ
ムは中間財だけではなく，耐久消費財も多く輸入している構造を有している。
東アジアに高度成長をもたらしたのは輸出主導型工業化戦略であった。こ
れにより，日本は1950年代から，NIES は1970年代に，ASEAN先発国と中
国は1980年代に工業化を進め，経済発展を成し遂げた。ベトナムはASEAN
後発国として特に2000年代に入ってから高度成長が続いている。ベトナムが
韓国や中国の貿易政策をモデルとするならば，この「特異な三角貿易の構造」
を是正しなければならない。これを実施するためには自由化スピードをコン
トロールしながら，国内産業の育成に早急に取り組んでいく必要がある。特
に，近年積極的に参加交渉を行ってきているTPPも例外ではないだろう。
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